
令和７年東根市議会第４回定例会 一般質問発言通告書 

 

令和７年12月４日（木）午前10時開議 

番 号 質 問 者 質 問 事 項 質 問 要 旨 答 弁 者 

１ 
元木十四男 

議   員 

１．障がい者の就労

支援を取り巻く

現状と課題につ

いて 

１．今年２月に、本市の就労継続支援Ａ型事業所「ピース

大林」が来年３月末をもってＡ型を閉鎖すると発表し

た。事実上利用者は解雇されることになった。 

 厚生労働省の調べでは、令和５年４月の時点で、全国

の就労継続支援Ａ型事業所は4,415か所あり、85,421名

の利用者がいるというデータがある。しかし、令和６年

度報酬改定において複数の項目で基本報酬等の見直し

がされたため、事業所が閉鎖に追い込まれる事例も増え

ており、特に令和６年３月から７月にかけてのわずか５

か月間で、多くのＡ型事業所の閉鎖により全国で 4,279

名が解雇されるなど、過去にないペースで減少してい

る。Ａ型事業所を利用している障がい者の雇用の確保の

ため、また障がいの有無に関係なく誰もが活躍できる共

生社会の実現につなげるため、以下の点について伺う。 

（１）本市の障がい者への就労支援の現状について 

（２）市内における就労継続支援Ａ型の廃止による利用者

への影響について 

市   長 

２ 
山本 和生 

議   員 

１．多世代交流の拠

点「大森山公園」に

ついて 

１．大森山公園は東根市民の憩いの場として愛されてお

り、「交流のまち東根の多世代交流の拠点」と第５次東根

市総合計画にうたわれている。今後は道の駅との相乗効

果により、更なる交流、情報発信の場となることが期待

され、安全管理の取組がますます重要になるほか、機能

強化、魅力向上のなお一層の取組も必要となる。 
市民からは大森山公園にドッグラン設置の要望もあ

る。 
多世代交流の拠点「大森山公園」の現状と今後につい

て次の３点を伺う。 
（１）大森山公園及び周辺の多世代交流の現状と今後につ

いて 
（２）大森山公園の維持管理について 
（３）大森山公園にドッグランを設置してはどうか。 

市   長 



番 号 質 問 者 質 問 事 項 質 問 要 旨 答 弁 者 

３ 
植松  宏 

議   員 

１．いじめ・不登校

並びに教職員の

精神疾患の未然

防止について 

１．文部科学省が 10 月末に発表した令和６年度不登校だ

った児童生徒は全国で約35万４千人、12年連続で増加

しており、昨年度は過去最多を更新した。また、いじめ

認知件数も４年連続で過去最多を更新している。 

  ついては、以下の点について市の考えを伺う。 

（１）文部科学省では、不登校やいじめ等の数が過去最多

を更新した現状に「極めて憂慮すべき状況が継続して

いる」と分析しているが、同調査の本市の実数（児童・

生徒数と不登校者数の推移）はどのように変化してい

るか。併せて、同調査に対する本市教育委員会の認識

は。 

（２）全国的にも不登校者数の増加と合わせ、病休教職員

数も増加しているが、本市の教職員数と病気休職者数

（うち精神疾患者数）の推移はどのように変化してい

るか。併せてこの状況に対する本市教育委員会の認識

は。 

（３）不登校児童・生徒、病休教職員を出さないための本

市の今後の対策を伺う。 

教 育 長 

４ 
河村  豊 

議   員 

１．税制度等の不整

合が生む「壁問

題」と本市への影

響について 

１．所得税103万円、社会保険130万円、住民税93万円

の見直しによる制度間のずれが与える本市財政への影

響は。 

２．住民税減収と国保・介護・福祉負担の増加というダブ

ル負担をどの程度リスクとして認識しているか。 

３．制度間の不整合が拡大する中で、国に対しどのように

意見を述べ、整合性ある制度設計を求めていく考えか。 

市   長 

２．「重点支援地方

交付金」による市

民への生活支援

について 

１．東根市独自の物価高対策の検討状況は。 

２．子育て・高齢者世帯への地元食材支援について 

３．水道料金の減免について 

４．「東根市民生活応援商品券」の再設計について 

５．企業支援策の拡充について 

市   長 

３．「学校配置の未

来図」づくりの着

手について 

１．学校規模の違いによる教育環境をどのように認識して

いるか。 

２．学校規模による教職員配置・学級編制・通学区域をど

のように整理しているか。 

３．今後５年後の児童数の推移予測と将来学級規模をどの

ように見通しているか。 

４．少子化の進行により、現在の学校配置を維持できなく

なる可能性の認識について 

市   長 

 

教 育 長 

４．放課後児童クラ

ブの運営基盤の

統一化について  

１．処遇・会計・研修・安全管理を、市として統一的に整

えていく考えはないか。 
市   長 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

番 号 質 問 者 質 問 事 項 質 問 要 旨 答 弁 者 

５ 
森谷  俊 

議   員 

１．都市公園の利活

用について  

（１）都市公園の整備方針について 

（２）市民の広場の維持管理について 
市   長 

２．障がい者駐車ス

ペースから考え

る障がいを理由

とする差別の解

消について 

（１）本市における障がい者差別解消法の解釈について 

（２）合理的配慮に対する考え方について 
市   長 



令和７年東根市議会第４回定例会 一般質問発言通告書 

 

令和７年12月５日（金）午前10時開議 

 

番 号 質 問 者 質 問 事 項 質 問 要 旨 答 弁 者 

６ 
福永 邦幸 

議   員 

１．さくらんぼ東根

温泉を起点とし

た東根市の観光

振興について 

１．本年11月１日と２日、さくらんぼ東根温泉を会場に開

催された初となるイベント「湯けむりと珈琲フェス」は

２日間で延べ 10,000 人を超える来場者があり、市内外

から注目を集めた。来場者が温泉街に滞在し、地域店舗

や宿泊施設を利用する形で経済波及効果が見られ、市民

からも高い評価を受けたところである。こうしたイベン

トの成果も活かしながら、さくらんぼ東根温泉の新しい

魅力づくりを行っていくことが重要と考えるが、以下の

点について伺う。 

（１）さくらんぼ東根温泉を起点とした観光振興は、第５

次東根市総合計画においてどのような柱・戦略として

位置づけられているか。 

（２）さくらんぼ東根温泉と観光資源、あるいは農産物ブ

ランドなどの一体的活用による交流人口の拡大や地

域経済活性化の施策について、いかがお考えか。 

（３）地域事業者、住民が主体的に行う地域づくり活動に

ついての市の姿勢、支援方針について伺う。 

市   長 

７ 
滝口 公一 

議   員 

１．有害鳥獣対策に

ついて 

１．有害鳥獣、特に近年はツキノワグマの市街地等への出

没によって日々の活動が制限されるなど、市民生活に不

安が広がっていることから、下記について伺う。 

（１）クマの捕獲状況について 

（２）９月から可能となった緊急銃猟に係る人員・関係者

の協力体制の仕組みづくりは確立しているのか。 

（３）鳥獣被害防止対策をサポートする「中間支援組織」

設立について本市の見解は。 

（４）児童・生徒の登下校や在校時の安全対策について 

市   長 

 

教 育 長 

２．ふるさと納税制

度における寄附

状況について 

１．ふるさと納税は地域の活性化等の財源として活用され

ているが、天候の影響や制度の変更等による寄附額の減

少が懸念されることから、下記について伺う。 

（１）寄附の現状について 

（２）新たな取組について 

市   長 


